
夢娘 

 
平たいカゴに小猫が３匹、てんでな方を見てる 
そのカゴを両手で持つのは小さな娘 
えっちらおっちら笑うように歩いて――― 
さあ、おいで僕のこの両手の間に 

 
お前を抱き上げた途端にきっと 
また僕は泣きそうに笑うだろうけど 
そんな姿をお前は何と思うだろう 
さあおいで、僕のこの胸に向って 
さあ、ここへ 
さあ、おいで 
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